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海洋科学技術センター
長期計画の策定
一海と地球の探求を通して人類の夢と課題に挑戦するためにー

海洋科学技術センターは、数

年毎に長期計画（10 ヵ年計画）

を策定し研究開発の全体的な指

針としています。前回の長期計

画（平成４年１月）では、「みら

い」、「かいれい」という本格的

な研究船、トライトンブイや海

底地震総合観測システムなどの

長期観測手段、スーパーコンピ

ュータなどの研究環境について

当初目標をほぽ達成しています。

研究体制も契約研究制度や観測

（１）地球規模問題への貢献

人間活動の急激な拡大による

地球規模問題の解決には大量消

費社会から持続可能な社会への

転換が不可避であり、その対策

について国際的な合意形成に必

要な科学的裏付けとして地球変

動予測研究は極めて重要です。

とりわけ、資源を海外に大きく依

存し、かつ、地震等の自然災害が

繰り返される宿命にある日本は、

世界に率先して地球変動研究に

取り組むべきと考えられます。

広人:かつ観測困藾な海洋では、

集中的な観測は科学的に重要な

キーエリアに絞り込まざるを得

ません　それと衛吊などの広域

の遠隔探査や数値モデルによる

シミュレーション、さらに、ブ

イや海底地震計などによる長期

技術員制度の導入などによって

不十分ながら拡充されつつあり、

運用面でも熟練が進み、ナホト

カ号、対馬丸の発見などの成果

をあげるに至っています。

一方、先般の京都会議を契機

として地球温暖化などの地球規

模問題が社会経済活動に一層密

着した問題となり、若い世代が

未来に明るい夢を描きにくくな

っている昨今にあって、日本の

産業構造改革においても地球変

観測、あるいは、深海掘削など

による知見を積み重ねていく必

要があります。　また、得られた

データやサンプルを使った研究

とその研究支援、観測システム

の運用・維持、国際共同研究の

提唱・推進などの検討も必要と

なります。このように様々な制

約のもとでいかに最大限の成果

をあげるかについて議論を積み

重ね、海洋と気候の変動や地震

発生プロセスの解明についてよ

り具体的かつ実現しうる研究開

発構想をまとめました。

海洋生態系の研究についても、

これまでの日本周辺での海域総

合利川研究から、地球温暖化な

どの環境変動が海洋生態系に与

える影響の解明や、藻場・サン

ゴ礁の国際研究ネットワークの

企画部企画課調査役

西村　一

動研究を含む科学技術の役割が

ますます重大なものとなってい

ます。

以上のような状況の変化に対

応するため、前長期計画をより

具体的かつ重点的なものに見直

すこととなり、内部の検討作業

チーム及び外部の有識者で構成

される長期計画委員会（右表）

での検討を経て、本年６月に新

長期計画が策定されました。

構築など、グローバルな海洋生

態系変動の解明に向けて研究体

制を集約・再編することとしま

した。深海微生物研究について

は環境と生命現象の本質的理解

を深めるとともに、「深海地球ド

リリング計画」のもとで地殻内

の領域に研究対象を広げ、生命

の起源や進化の解明にも挑むこ

ととしています。

（２）科学と技術の相互牽引

当センターの他の研究機関に

対する長所として、科学と技術

が連携していることが内外で評

価されています。が、地殻深部

や極域など残された未踏領域、

観測困難領域での観測手段や、

全球的な長期観測システムの技

術的困難さなど将来の課題を考

えると、基盤的な技術開発が立

２。今回の長期計画のポイント

１。長期計画とは



ち遅 れてお り、 開発 体 制 も極 め

て 不十 分で あ る と言 わ ざる を得

ませ ん。

今回 の長 期計 画で は、 今 後 と

も科 学 と技 術 が 相互 に 牽引 しあ

っ て発展 してい く ため、 必 要 な

観測 システ ムの全 体の 姿 とそ の

基 盤技 術 につ い て の 開発課 題 を

具 体化 し、 さ らに、 技術 開発環

境 の整 備、 産業 界 との 連携 な ど

の推 進方策 を示 しまし た。

（３）有機一体的 な組織運営 と人

材育成

前回 長期 計画 の 策定以 来、 契

約 研 究 員や 観測技 術 員 も含 め る

と研 究 体制 は約 ２倍に拡 充 され

まし たが、 そ れで もま だウ ッ ズ

ホール海 洋研 究所 やIFREMER

の 半分 程度 の 規模 に留 まっ てい

ます。 内外 の研 究者 、研 究 機関

とも 連携 しつつ 隕 ら れた体制 の

もとで いか にし て地 球 規模 の研

究 課題 に取 り組 め る よう にす る

か 議 論 を重 ね、（1 ）研 究 ・技 術 、

（2）運 航・支援、（3）企画 ・管理 と

い う ３つ の柱 が 有 機一 体的 に牽

引しあうことを組織運営の基本

理念に据えることとしました。

この理念のもと、広く英知を

集め将来の芽を創出しうる柔軟

で開かれた研究体制を築くと同

時に、長期的、全球的に取り組

むべき研究課題を推進できる実

行力のある体制を築くことが必

要です。このためには、研究

者・技術者と管理部門のどちら

が上にあるのではなく、ともに

共通の目的を実現するために牽

引しあうという意識を培ってい

くことが重要と思われます。

さらに、本計画では、「深海地

球ドリリング計画」や自律型無

人機（ＡＵＶ）の開発など未踏領

域への挑戦を通じて既存の研究

領域を超えた横断的・統合的な

研究領域を生み出すこととして

います。それによって人類の知

的資産の蓄積に寄与しうる魅力

ある研究環境と研究支援体制を

整備し、将来の海洋科学技術を

担う人材の育成にも貢献するこ

とを目指しています。

（４）広く社会に伝える努力

以上を実現するには、内外の

研究者、研究機関との連携が不

可欠なのはもとより、厳しい財

政事情のもと国民の理解と支持

が得られなければとても為し得

ません。このため、成功も失敗

もすべて国民の財産であるとの

考え方に立ち、成果をわかりや

すい形で伝えていく工夫と努力

を積み重ねていくこととしてい

ます。また子供たちに夢をもた

らす役目も果たしていくため、

魅力ある深海の世界や未来の海

洋の夢を常に発信していくべき

としています。

本計画ではこれらの点を強調

するとともに、本計画の記述内

容についても、地球や生命の謎

について関心を持ってもらえる

よう工夫に努めました。今後、

青少年向けに本計画の内容とそ

れが２１世紀の世界でどのよう

な夢の実現に結びついていくか

を分かりやすく視覚に訴える普

及版を作成する予定です。

阿部　 豊 東京大学大学院理学系研究科助教授 竹内 謙介 北海道大学低温科学研究所教授

有馬　 真 横浜国立大学教育人間科学部教授 時岡 達志 気象庁気候・海洋気象部気候情報課長

石田 瑞穂 防災科学技術研究所総括地球科学技術研究官 中田 英昭 東京大学海洋研究所助教授

(座 長)
今 脇 資郎 九州大学応用力学研究所教授 長沼　 毅 広島大学生物生産学部助教授

浦　　 環 東京大学生産技術研究所教授 西田 英男 海上保安庁水路部企画課長

長田 裕之 理化学研究所抗生物質研究室主任研究員 蜂屋 弘之 干葉大学工学部助教授

川村　 宏 東北大学大気海洋変動観測研究センター教授 樋口 清司 宇宙開発事業団企画室長

菊地 正幸 東京大学地震研究所教授 日向 英実 ＮＨＫ編成局チーフ・プロデューサー

小林 則子 海洋ジャーナリスト 福田 正大 航空宇宙技術研究所計算科学部計算機ｼｽﾃﾑ 研究室長

小松 俊昭 日本開発銀行地方開発部企画調査課長 丸野 豊子 キッスプラザ大阪館長

斉藤 良雄 三菱重工業（株）船舶技術部海洋計画グループ主査 山形 俊男 東京大学大学院理学系研究科教授

才野 敏郎 名古屋大学大気水圏科学研究所教授 千々谷眞人 海洋科学技術センター理事（企画担当）

鈴木 道也 日本電気(株)電波応用事業部晦洋開発センター主任 堀田 宏 海洋科学技術センター理事（研究担当）

住　 明正 東京大学気候システム研究センター長



潜水調 査船 「し んかい6500 」

及び同支援母船「よこすか」が、

大西洋、インド洋調査(MODE'98)

期間中、国際海洋年及び ヴァス

コ・ ダ・ガマ のイ ンド航路発見

500 年を記念してポルトガル国リ

スボン市で開催さ れてい るリス

ボン国際海洋博覧会の会場 に7月

18 日～22 日の5 日 間寄港し まし

た。滞在期間中、7 月18 日は寄港

式、歓迎パーティ等が開催され、

また7月19 日、20 日の両日は一般

公開を実施し まし た。こ の期 間

は、同博 覧会でJapan ｄａｙ前夜

祭 （7月19 日）及びJapan day

（7月20 日）の種々の祭典等が開

催さ れ、博 覧会場内は日本色一

色の感がありました。

潜水 調査船 「しんかい6500 」

及び同支援 母船 「よこすか」の

寄港はJapan ｄａｙの催事の一環と

して位置づけられ、7月18日午後

5時からは、寄港を記念し科学技

術 の普及啓蒙を目的に博 覧会場

平成１０年７月１７日（金）

に海洋科学技術 セ ンターは、 フ

ラン ス国立海洋開発研究所 （以

ﾄﾞIFREMER と称す、総裁　 ピ

エ ー ル・ ダビ ッド）と研究協力

に関する覚書を締結しました。

本覚書は、日仏科学技術協力

協 定の趣旨に沿って、 当セン タ

ーとIFREMERとの両機関間の

研究協力を明 記し たもので、当

面、海中技術と深海徹生物の分

野 において会議やセ ミナー、 シ

ンポジウム等を通じた 意見交換

や専門家等の交流及び共同研

究・調査の実施等を行うこ とと

してい ます 。

同覚書は、ＩＦＲＥＭＥＲのブレ

ストセ ンターにおいて、当セン

ター大庭会長とIFREMER ダビ

ッド総裁が署名し、取り交わさ

れました。

なお、IFREMER は、198

4 年６月に、フランス国内の海

洋分野全般の研究開発に関する

一貫性と効率を強化する為、水

産 科 学 技 術 研 究

所 と国 立 海 洋 開

発 セ ン ター と が

合 併 さ れ て 設 立

された国立機関

で あ り 、 特 に 深

海 調 査研 究 の た

めの6000m 級

有 人潜 水 調 査船

「ノチール」号、

3000  m 級有 人

日本食、日本酒に舌づつみをう

ち、日 ポ両国の なごやか な雰 囲

気の中でおこなわれました。

翌7月19 日、20 日の両日は、同

岸壁 において午前11 時～午後7 時

まで一般公開が開催され、新聞、

テレビ等の宣伝効果があ っ たた

めか8,207 名の見学者が訪れ初め

て見る最新鋭の「しんかい6500 」

並 びに調 査機器に感心してい た

のが印 象的であ りまし た。潜水

調査船 「しんかい6500 」 システ

ムの寄港期 間中は天候 にも恵 ま

れ、Japan ｄａｙがJAMSTEC day

の様な感があ り、 ポルト ガル国

におい て十分 に当JAMSTEC の

活動概要 と潜水調 査船 「しんか

い6500 」を印象づ けられるこ と

が出来、大成功裡に終了するこ

とがで きました。この成功には、

日本 館並 びに関係機関の協力 と

ご 理 解の賜 と感謝い たし ます。

紙面 を借りてここにお礼申し上

げ ます。　　　　（普及・広報課）

潜水調査船「シアナ」号などを

有しています。

本覚書は、当センターが現在

推進している深海環境研究や深

海底調査研究・技術開発等に貢

献するものと期待されています。

（国際課）

覚書に署名する大庭会長(中央右)とダビッド総裁(中央左)

内の「ＥＸＰＯプレスセンタープ

レス コンファレンスルーム」に

おきまして、ポルトガル科学技

術庁官房長、マガリエスポルト

ガル科学技術財団総裁、ポルト

ガル海洋地質研究者並びに報道

関 係 者 等 約 ９０名 を 招 き

「Message from Deep Ｓｅａ」と題

し、深海調査の意義及び大西洋

調査の概要（第一行動）の講演

会を開催しました。引き続き、

同日の18時30 分からは、博覧会

場接岸岸壁において潜水調査船

「しんかい6500 」及び同支援母船

「よこすか」の寄港式並びに歓迎

パーティがマリオ・ソアレス前

大統領、マガリェスポルトガル

科学技術財団総裁等ポルトガル

要人をはじめ山東元科学技術庁

長官、西村日本陳列区域政府代

表（在ポルトガル大使）など約

200名が参加して、日本酒の鏡割

の後、歓迎パーティに移りまし

た。パーティでは参加者全員が



潜水調査船「しんかい2000 」や

「しんかい6500」などの潜航活動に

おいて得られた約１２万枚の画像

（静止画）を、「深海画像データペ

ース」として７月２０日（海の記

念日）からインターネットを介し

て一般に公開しました。

このデータペースは膨大な数の

画像を管理、検索できるよう開発

を行ってきたもので、昭和５８年

度から平成８年までに得られた深

海底の特異な地形や深海で発見さ

れた生物等の画像を海域、調 査日

等のデー タとともに閲覧すること

ができます。

JAMSTEC ホ ームページ

httpソ/ｗ　ｗｗjamstec.go.jp/

(情報管理室)



サイエンスキャンプは、科学

技術庁、科学技術振興事業団及

び（財）日本科学技術振興財団

が主催し、国立研究機関及び特

殊法人等の研究機関が会場とな

り、豊かな科学技術的要素を持

った青少年を育てていくことが

目的です。今回は、北は北海道、

南は鹿児島県から２３名の高校

生が参加し、2泊3日（８月10日

～12日）の日程で開催しました。

講義は、当センターの研究者等

が、体験談やさまざまな実験を

取り入れた内容で、参加者から

は講師の熱意と海洋への魅力に

感動し、有意義な夏休みになっ

たという感想が多く聞かれまし

た。

マリンサイエンス・スクール

は、３泊４日の日程で九州地区

から高校生２６名（７月22 日～

24日）、東北地区から高校生24名

（8月5 日～7 日）で 開催しました。

本 スクールの参加者か らは、 サ

イエ ンスキャ ンプ同様に海洋に

関する研究 に感動したと多 く聞

か れました。 本 スクー ルは 「日

本財団」から補助を得て 開催し

てお ります。 なお、 今年度 は来

年 ３月 にも東北 地区の高校 教諭

24名を対象に開催する予定です。

（普及・広報課）

海の利用：マイティーホエールの説明



平成10 年4 月28 日～平成10 年7 月24 日受入分

和図書:147冊洋図書:18冊IOC刊行物:8冊

国内

天野　明広・西岡　 秀三

地球温暖化の経済・政策学

中央法規出版　1997

運輸省海上技術安全局　監修
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｢なつしま｣

｢かいよう｣

｢よこすか｣

｢かいれい｣

｢みらい｣

「しんかい2000 」

「し ん かい6500 」

「ドルフィンー3K. 」

「かい こ う 」

一般公開

７月３０日～　９月　９日

９月１１日～　９月１８日

９月１９日～10 月１２日

１０月１８日～12 月　８日

８月　７日～　９月２３日

１０月　５日～10 月１５日

１０月２１日～10 月３０日

９月　１日～12 月１０日

８月１４日～　９月　２日

９月　４日～10 月　２日

１０月　７日～10 月２４日

１０月２８日～11 月２２日

７月３０日～　９月１０日

９月１１日～　９月１７日

７月３０日～　９月　９日

９月１９日～10 月１２日

１０月１８日～12 月　８日

９月　１日～12 月１０日

９月１１日～　 ９月１８日

９月　４日～10 月　２日

１０月２８日～11 月２２日

９月２０日

１０月　４日

１１月　１日

１１月２５日～11 月２６日

１１月２９日

日本海、北海道道東沖、伊豆・小笠原

遠州灘・南海トラフ、相模湾

相模湾、遠州灘・南海トラフ

マヌス海盆

西部熱帯太平洋海域

相模湾

駿河湾南方

インド洋

ハワイ諸島周辺

ハワイ諸島周辺

南海トラフ・四国沖

南西諸島

チュクチ海・べｰﾘﾝｸﾞ海

三陸沖

日本海、北海道道東沖､ 伊豆・小笠原

相模湾.遠州灘・南海トラフ

マヌス海盆

インド洋

遠州灘・南海トラフ・相模湾

ハワイ諸島周辺

南西諸島

｢かいれい｣

｢ かいれい｣

｢ みらい｣

｢ かいれい｣

｢ かいれい｣

「しんかい2000 」調査潜航

「ドルフィンー3K 」事前・調査潜航

「しんかい2  0 0 0」調査潜航

「しんかい2000 」調査潜航

熱帯赤道域の観測研究(TOC  S)

熱物質循環と生物圏の相互作用に関する研究

音響データ伝送システムの開発

「しんかい6  5 0 0」調査潜航

単独行動調査

「かいこう」調査潜航

海底下深部構造調査

「かいこう」調査潜航

北極海域の観測研究

中高緯度用実証機プイの研究開発

調査潜航

調査潜航

調査潜航

調査潜航

事前・調査潜航

調査潜航

調査潜航

ハワイ

横須賀新港

八戸

神戸（テクノオーシャン）

清水

(研究業務部)



「海の日」７月２０日（月）

は、佐賀県唐津市唐津東港で

「第６回唐津港まつり」のイベン

トの一環として「しんかい20

00 」システムの一般公開を行

ないました。当日は、好天に恵

まれ3,257名の方々が見学に訪れ

ました。また、市民を対象にセ

ンターの職員による講演会を行

ない、多数の参加者が深海底の

様子などに興味深く聞き入って

いました。

また、７月２４日（金）は広

島の広島港で、２６日（日）に

は、福山の尾道糸崎港において

７月２５日（ﾆﾋ）、２６日（日）

の ２日間、青森市青森港におい

て海洋地球研究船 「み らい」の

一般公開を行 ない ました。この

公開は「安潟みなとまつ り」の

イベ ント の一環として行なわれ

たもので、一般公 開に先立 ち入

清水市清水港での海洋調査船「かいよう」の一般公開

編集後記

「第１３回海の祭典」のイベント

の一環として一般公開を行ない

ました。

一般公開当日、広島では猛暑

の中1,592名の見学者が訪れまし

た。福山では、曇り空から雨が

降り出し、時折強く降るあいに

くの天気でしたが、家族連れを

中心に1,909名もの見学者が訪れ

ました。いずれの公開でも「し

んかい2000 」を前に記念写

真を撮ったり、乗組員の説明に

熱心に耳を傾ける光景が見られ

ました。

また、２５日（土）には広島

港歓迎式典が青森市長はじめ地

元関係者などが出席して行なわ

れました。

一般公開当日は好天にも恵ま

れ、両日で5,265名もの見学者が

訪れました。

また、２７日（月）には、青

８月１日（土）、２日（日）２

日間、静岡県清水市清水港にお

いて海洋調査船「かいよう」の

一般公開を行ないました。公開

は「第51回清水みなと祭り」の

イベントの一環として行なわれ

たもので、一般公開に先立ち入

センターニュース「なつしま」１５５号をお届けします。

７月２０日海の日を中心に日本国内外で船舶の一般公開が行なわれました。

一般公開を通して皆様方に海洋に関心をもっていただくとともにセンター

の活動を少しでもご理解いただければと思います。（普及・広報課）

インタ一一ネットJAMSTEC ホームベー･ジアドレス

http:/yｗｗｗ.jamstec･go.jp/

において 親子を対 象にセ ンター

の職員に よる 「不思議いっぱい

の深海底」 についての講演 会を

２回にわたって行 うなど、大盛

況のうち終 わりました。

（普及・広報課）

福島市尾道糸崎港で公開前に行われた歓迎セレモニー

(7月26 日)

森港から関根浜港 まで の回航時

におい て青森県内 の中学生 を対

象とした洋上教室を行 ない、大

勢の参加者の もと成功 裡に終 わ

りました。　　　（普及・広報課）

港歓迎式典が清水市長を始め望

月義夫衆議院議員、地元関係者

などが出席して行なわれました。

両日とも好天に恵まれ、3,580

名もの見学者が訪れました。

(普及・広報課)

海洋科学技術センターニュースNo.155

編集発行人　海洋科学技術センター普及・広報課
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TEL 0175-25-3811
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